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十　

戒
―
―
教
会
の
た
め
の
講
解
説
教

Ｗ
・
リ
ュ
テ
ィ
著
／
野
崎
卓
道
訳

こ
こ
に
は
慰
め
と
励
ま
し
に
満
ち
た
真
の
「
聖
書
的
な
倫
理
」
が
力
強
く
展
開
さ
れ
て

い
る
。
本
書
は
、「
使
徒
信
条
」
と
「
主
の
祈
り
」
と
並
ぶ
「
キ
リ
ス
ト
教
の
三
要
文
」

の
一
つ
を
、
リ
ュ
テ
ィ
が
、
１
９
４
９
年
か
ら
50
年
に
か
け
て
ベ
ル
ン
の
ミ
ュ
ン
ス
タ

ー
教
会
で
、
15
回
に
わ
た
る
講
解
説
教
を
通
し
て
平
易
に
説
き
明
か
し
た
も
の
。

著
者
は
ス
イ
ス
の
名
説
教
者
と
し
て
知
ら
れ
た
牧
師
。
そ
の
旧
約
聖
書
の
講
解
シ
リ
ー

ズ
は
わ
が
国
で
も
広
く
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

�

◆
四
六
判
・
３
０
８
頁
・
定
価
２
１
０
０
円

▼
好
評
の
既
刊
書
―
―
リ
ュ
テ
ィ
の
本

12
月
15
日
刊
行

祝
福
さ
れ
る
人
々

山
上
の
説
教
抄
講
解

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
の
幸
、
真
の
祝
福
と
は
何
か
。
山
上

の
説
教
の
「
八
福
」
を
と
り
あ
げ
、
祝
福
の
深
い
意
味
を
力
強
い

言
葉
で
説
き
明
か
す
。　
　
　
　
　

�　
　

四
六
判　

１
６
８
０
円

ヤ

コ

ブ

新
教
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク

リ
ュ
テ
ィ
に
よ
る
創
世
記
講
解
説
教
3
部
作
の
最
終
巻
。
ヤ
コ
ブ

と
そ
の
兄
弟
エ
サ
ウ
、
息
子
ヨ
セ
フ
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

葛
藤
と
神
の
摂
理
の
支
配
。　
　
　

�　
　

四
六
判　

２
７
３
０
円

預
言
者
サ
ム
エ
ル

サ
ム
エ
ル
記
上
講
解
説
教
〈
オ
ン
デ
マ
ン
ド
〉

リ
ュ
テ
ィ
が
初
め
て
歴
史
書
に
取
り
組
み
、
冷
戦
下
の
同
時
代
的

な
問
題
に
も
言
及
し
な
が
ら
歴
史
の
中
で
働
く
神
の
主
権
を
証
し

す
る
。
61
～
63
年
の
講
解
。�

四
六
判　

２
８
３
５
円

こ
の
日
言
葉
を
か
の
日
に
伝
え

小
説
教
一
日
一
章

バ
ル
ト
や
ト
ゥ
ル
ナ
イ
ゼ
ン
の
盟
友
で
あ
り
20
世
紀
を
代
表
す
る

名
説
教
者
の
ア
ド
ベ
ン
ト
か
ら
始
ま
る
簡
潔
で
美
し
い
小
説
教
。

言
葉
の
贈
物
と
し
て
も
最
適
。　

�　
　
　

Ａ
５
判　

６
３
０
０
円



12 月の新刊

12
月
20
日
刊
行

推薦：
佐竹明氏、千葉眞氏、
新井明氏、大島智夫氏

神
学
入
門

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
転
換
点

Ｊ
・
Ｌ
・
フ
ロ
マ
ー
ト
カ 

著

佐
藤 
優 
監
訳
・
解
説

�

◆
四
六
判
変
形
・
２
０
０
頁
・
定
価
１
８
９
０
円

第
二
次
大
戦
の
傷
跡
が
い
ま
だ
色
濃
く
残
る
48
年

に
、
亡
命
先
か
ら
帰
国
し
、
プ
ラ
ハ
の
神
学
校
で
初
学
者
を
対
象
に
語
っ
た
講

義
。
神
学
の
学
び
方
か
ら
弁
証
法
神
学
に
対
す
る
評
価
に
至
る
ま
で
、
著
者
の

神
学
観
が
率
直
に
吐
露
さ
れ
た
興
味
尽
き
な
い
内
容
。
フ
ロ
マ
ー
ト
カ
に
私
淑

す
る
佐
藤
優
氏
に
よ
る
力
の
こ
も
っ
た
解
説
を
巻
末
に
収
め
る
。

信仰短言 暁に翼をひろげ 2
小池創造著（こいけ・そうぞう氏は日本キリスト教会南浦和教会牧師）

春夏秋冬の移りゆきに細やかな目を注ぎ、社会と時代の変動を
しっかり見据え、福音主義的キリスト教に立つ信仰者の所感を、
滋味ゆたかな名文で綴る。
南浦和教会の週報に連載され、全国にたくさんの愛読者をもつ
た名エッセイの、待望の第 2集。2005 年 1 月から今年 8月まで
300 編あまりを収録する。
� ◆ A5 判・312 頁・定価 2000 円
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路
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１
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９

年
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９
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年
の
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間
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5　
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点
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学
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年
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バ
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の
道
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概
要

12 月 9 日刊行



1 月以降の出版予定から

ア
ベ
・
ピ
エ
ー
ル 

著
／
寺
家
村
和
子
・
博 

訳

わ
が
神
、
な
ぜ
で
す
か
（
仮
題
）

フ
ラ
ン
ス
で
最
も
有
名
な
神
父
が
最
晩
年
に
自
ら
の
信
仰
を
語
っ
た
貴
重

な
肉
声
。
著
者
は
、
戦
時
中
は
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
加
わ
り
、
戦
後
は
困
窮

し
た
人
々
を
助
け
る
エ
マ
ウ
ス
と
い
う
団
体
を
立
ち
上
げ
た
。
94
歳
で
亡

く
な
る
ま
で
終
生
、
国
家
に
対
し
て
も
バ
チ
カ
ン
に
対
し
て
も
旺
盛
な
反

骨
精
神
を
保
ち
続
け
た
。�
◆
Ｂ
６
変
・
１
０
０
頁
・
予
価
１
０
０
０
円

フ
ェル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・ハ
ー
ン 

著
／
勝
田
英
嗣 

訳

新
約
聖
書
に
お
け
る
伝
道
（
仮
題
）

こ
の
分
野
に
お
け
る
古
典
的
な
文
献
の
待
望
の
邦
訳
。
初
代
教
会
に
お
け

る
伝
道
観
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
こ
を
貫
く
共
通
の
問
題
、

す
な
わ
ち
ユ
ダ
ヤ
人
／
異
邦
人
の
区
別
と
福
音
の
普
遍
性
の
関
係
如
何
、

お
よ
び
伝
道
と
教
会
と
の
関
係
如
何
と
い
う
二
つ
の
根
本
問
題
を
浮
き
彫

り
に
し
、
こ
れ
に
対
す
る
初
代
教
会
の
様
々
な
解
釈
と
反
応
を
検
討
す
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
２
３
２
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・
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価
３
０
０
０
円

● 11 月に出た本

信
仰
と
経
験

廣
石
望 

著　

イ
エ
ス
と〈
神
の
王
国
〉の
福
音

イ
エ
ス
の
譬
え
や
奇
跡
物
語
を
精
緻
に

読
み
解
き
、
福
音
書
の
中
核
的
な
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
＝〈
神
の
王
国
〉が
秘
め
る
豊

か
な
射
程
を
開
示
す
る
。
新
し
い
信
仰

の
あ
り
方
を
問
う
た
意
欲
作
。

�

◆
３
８
０
頁
・
定
価
２
８
３
５
円

旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書

上
村 

静
著　

聖
書
と
は
何
か 

《
神
学
へ
の
船
出
02
》

聖
書
と
は
何
か
と
い
う
基
本
的
疑
問

に
気
鋭
の
聖
書
学
者
が
徹
底
的
に
答

え
る
。
42
個
も
の「
コ
ラ
ム
」
は
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
知
識
を
提
供
し
、
聖
書

の
奥
深
さ
を
面
白
く
伝
え
て
く
れ
る
。

最
強
の
聖
書
入
門
書
、
出
現
！

�

◆
３
６
０
頁
・
定
価
２
１
０
０
円

幸
い
な
る
か
な

原
口
尚
彰
著　

初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
マ
カ
リ
ズ
ム

新
約
文
書
で
重
要
な
役
割
を
担
う
「
幸

い
の
宣
言
」（
マ
カ
リ
ズ
ム
）。
そ
の

用
法
を
、
ユ
ダ
ヤ
教
的
背
景
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
検
証
し
つ
つ
、
初
期
キ
リ
ス
ト

教
に
独
自
な
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
労

作
。�

◆
２
０
０
頁
・
定
価
４
９
３
５
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
０
０
円･

送
料
68
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
０
１
６
円

２０12年

1

●
日
本
語
は
変
化
の
激
し
い
言
葉
だ
と
つ
く

づ
く
思
い
ま
す
。
近
松
門
左
衛
門
の
『
国
性

爺
合
戦
』
と
デ
フ
ォ
ー
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・

ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
原
文
を
並
べ
て
、
さ
て
現

代
の
日
本
人
に
と
っ
て
ど
ち
ら
の
方
が
読
み

や
す
い
か
と
い
っ
た
ら
、
断
然
後
者
で
し
ょ

う
。
ど
ち
ら
も
ほ
ぼ
二
百
年
前
に
書
か
れ
た

作
品
な
の
で
す
が
、
母
語
よ
り
十
八
世
紀
の

英
語
の
方
が
読
み
や
す
い
…
…
。
な
ぜ
日
本

語
は
か
く
も
変
化
が
早
い
の
か
と
い
う
テ
ー

マ
は
じ
っ
く
り
取
り
組
む
価
値
の
あ
る
理
論

的
問
題
で
す
が
、
編
集
者
に
と
っ
て
は
、
そ

の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
受
容
す
べ
き
か
と
い

う
実
践
的
問
題
の
方
が
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

語
彙
や
文
法
の
み
な
ら
ず
、
表
記
や
組
版
の

変
化
も
激
し
い
か
ら
で
す
。

●
い
ま
編
集
部
で
少
々
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
縦
組
み
に
お
け
る
数
字
表
記
、
特
に

ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
扱
い
方
で
す
。
こ
の
「
出

版
通
信
」
で
は
ご
覧
の
よ
う
に
二
桁
の
数
字

は
半
角
数
字
を
用
い
た
縦た

て
ち
ゅ
う
よ
こ

中
横
（
縦
組
み
に

お
け
る
横
組
み
）、
三
桁
以
上
は
全
角
数
字
の

縦
組
み
で
す
。
新
聞
・
雑
誌
で
は
も
う
お
な

じ
み
の
や
り
方
で
す
し
、
広
告
の
価
格
表
記

に
も
違
和
感
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
漢

数
字
は
日
本
語
文
の
中
で
は
完
全
に
埋
没
し

ま
す
の
で
、
数
字
が
大
事
な
文
章
で
は
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
便
利
で
す
。
し
か
し
、
書
籍
の

本
文
に
こ
れ
を
用
い
る
の
は
ど
う
な
の
か
。

半
角
縦
中
横
や
全
角
縦
組
み
が
入
り
混
じ
る

様
は
何
か
安
定
せ
ず
、
美
し
い
組
版
と
は
言

え
な
い
、と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
れ
と
も
、

こ
う
し
た
感
覚
も
あ
っ
と
い
う
間
に
駆
逐
さ

れ
て
し
ま
う
の
か
。
読
者
の
み
な
さ
ん
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。（
こ
の
小
文
は
漢
数
字
の

伝
統
的
表
記
で
通
し
ま
し
た
が
。）

特
集
：
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
食
と
農
」

「
農
」
の
霊
性
と
キ
リ
ス
ト
教�

…
…
…
星
野
正
興

ア
ジ
ア
学
院
か
ら
見
た
「
3
・
11
」
…
大
津
健
一

発
展
の
は
じ
め
に
あ
る
問
い�

…
…
…
…
…
池
迫
直
人

▼
関
東
大
震
災
と
キ
リ
ス
ト
教　

そ
の
3

…
…
鈴
木
範
久
、
五
十
嵐
喜
和
、
山
口
陽
一
、
戒
能
信
生

【
新
連
載
】

◆
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
三
・
一
一
以
後
」
…
内
藤
新
吾

◆
私
の
ご
す
ぺ
る
く
ろ
に
く
る�

…
…
…
…
…
沢　

知
恵

【
連
載
】

◆
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
視
点
か
ら
読
む
マ
タ
イ
福
音
書��

3

…
…
…
ワ
ー
レ
ン
・
カ
ー
タ
ー
／
山
口
里
子
訳

◆
ブ
ル
ト
マ
ン
・
マ
ル
ク
ス
・
バ
ッ
ハ
か
ら
学
ん
だ
こ
と�

4

…
…
…
…
…
…
…
…
川
端
純
四
郎

◆
松
尾
村
だ
よ
り�

10�

…
…
…
…
…
…
…
…
末
盛
千
枝
子

◆
交
響
す
る
啓
典
の
民�

24�

…
…
…
…
…
…
…
伊
東　

乾

◆
神
学
の
履
歴
書�

40�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤　

優

◆
明
治
キ
リ
ス
ト
教
の
周
辺�

42�

…
…
…
…
…
太
田
愛
人

◆
新
約
釈
義　

使
徒
行
伝�

78�

…
…
…
…
…
…
荒
井　

献

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰�

94�

…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

ま
も
な
く
出
る
本
か
ら

十
戒
に
つ
い
て
「
自
由
！
」
と
い
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
何
と
驚
く
べ
き

こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
自
由
！
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
十
戒
は
比
類
な
き
自
由
の

宣
言
で
す
。
神
は
そ
の
戒
め
の
冒
頭
で
、
ま
さ
に
エ
ジ
プ
ト
の
国
、
奴
隷
の
家
か
ら
の

解
放
者
と
し
て
、
私
た
ち
に
自
己
紹
介
な
さ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
自
由
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。
人
は
最
終
的
に
自
由
を
す
ら
偶
像
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

（
リ
ュ
テ
ィ
『
十
戒
』
18
頁
以
下
）


